



The Relationship between the Degrees of Health






































































































































































項目（因子） 自尊心の欠如 自己不信感 自己責任性
ﾌ　欠　如
消極性・受動性 意志力の欠如 合計得点
平　　　　均 2．32 3．86 一2．73 一〇．52 0．98 4．00


































項　　　　目 1 2 3 4 5 6 7
1 身体的健康度 1．00 0．51 0．43 0．77 0．34 一〇．15 一〇，28
2 精神的健康度 0．51 1．00 0．64 0．88 0．61 一〇．29 一〇．72
3 社会的健康度 0．43 0．64 1．00 0．81 0．60 一〇．33 一〇．57
4 総合的健康度 0．77 0．88 0．81 1．00 0．62 一〇．29 一〇．66
5 孤独感（LSO－U） 0．34 0．61 0．60 0．62 1．00 一〇．25 一〇．46
6 孤独感（LSO－E） 一〇，15 一〇．29 一〇。33 一〇．29 一〇．25 1．00 0．19
7 無力感得点 一〇．28 一〇．72 一〇．57 一〇．66 一〇．46 0．19 1．00
表5　健康度，孤独感尺度およびに無力感尺度各項目間の
　　バリマックス因子解
項目　　　　　　　　因子 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
身体的愁訴 0，100 0，345 0，119 0，013
身体的疲労度 0，411 0，664 一〇．127 0，025
身体的健康
体　　　　　力 0，291 0，823 0，067 0，021
体　　　　　調 0，176 0，360 一〇．067 一〇．136
身体的健康度 0，392 0，873 0，001 一〇．013
い　　き　が　　い 0，888 一〇．019 0，061 一〇．116精神的健康
対人的健康度 0，568 0，339 一〇．046 0，237
生酒意欲度 0，935 0，033 一〇．048 0，035
精神的健康度 0，964 0，151 一〇．014 0，072
社会奉仕活動 0，288 一〇．013 0，956 0，011
友人との交際 0，586 0，184 一〇．031 一〇．185
社会的健康
趣　味　活　動 0，527 0，249 0，029 一〇．239
社会的健康度 0，658 0，193 0，506 一〇．190
総合的健康度 0，834 0，471 0，164 一〇．043
L　S　O　－U 0，637 0，088 0，325 一〇．004
孤独感
L　S　O　－　E 一〇．218 一〇．131 一〇．145 一〇．031
自尊心の欠如 一〇．493 0，249 一〇．080 0，474
自己不信感 一〇．500 一〇．124 一〇．053 一〇．151
自己責任性の欠如 一〇。263 0，012 一〇．117 0，942無力感
ﾚ　度 消極性・受動性 一〇．757 0，083 一〇．010 0，177
意志力の欠如 一〇．548 一〇．199 一〇．006 0，120
合　　計　　点 一〇．743 0，036 一〇．084 0，383
寄　　　与　　　率 0，347 0，126 0，064 0，071
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一Uと高い相関を示す健康度は，精神健康度，社会的健康度，およびに総合的健康度であ
り，身体的健康度との相関は，比較的低い。LSO－U得点が高いということは，現実にかか
わりあっている人と理解・共感できると考えている訳であるから，精神的，社会的に健康
な人は，人間に対する信頼感が強く，他人と融合できると考えている，といえる。
　他方，：LSO－Eは，自己のあり方の意識に関する指標であり，個別性に気付いている場合
には，LSO－E得点は高くなり，個別性に気付いていない場合低くなる。各健康度とLSO－E
の相関は高くないが，いずれも負の相関を示している。つまり，自分は一人でしかないと
か，人間は，一人で生きるよう運命付けられていると考えている人の健康度は相対的に低
いのである。
　2．健康度と無力感
　無力感得点は，精神的健康，社会的健康，総合的健康と高い負の相関を示しており，身
体的健康との相関は一〇．28と比較的低くなっている。意欲の低下している人や「何をしたっ
て無駄だ」と考えている人，この世に絶望している人など無力感に陥っている人が，精神
的，社会的に不健康な状態にあるのは当然であるかも知れない。自分でコントロールでき
ない環境に置かれたり，逆境にあるとき，そのような状況に負けず，問題解決に向かって
挑戦していける人は健康な人なのである。
　3．健康度，孤独感，およびに無力感の因子構造
　健康度診断検査，孤独感尺度およびに無力感尺度の各項目について直接バリマックス法
によって因子分析したところ4つの因子が抽出された。
　第1因子で高い因子負多量を示した項目は精神的健康度，生活意欲度，いきがい，総合
的健康度，無力感尺度の下位項目である消極性・受動性・無力感尺度合計得点，LSO－U，
社会的健康度などであり，人間らしい健康的な生活にかかわる因子である。精神的健康，
社会的健康と並んでLSO－U，無力感尺度で高い船価量を示していることから，人間同士の
共感・理解について肯定的な見方のできる人，積極的で意志の強い，やる気のある人は，
まさに，人間として健康な人といえる。
　第2因子として抽出された項目は，身体的健康度，体力，身体的疲労度などであり，健
康度のうち身体的健康が独立した因子として抽出された。孤独感尺度と無力感尺度および
に両者の下位尺度のいずれにおいても，この因子で高い負価量を示したものはない。
　考えてみれぼ，身体的な疾患を持たない成人は以外と少ないのである。多くの人々が，
なにがしかの病気に悩まされながら，人間として生き生きとした，豊かな生活を享受して
いるのである。「無病息災」という言葉があるが，「有病息災」が現実的な人間生活なので
はなかろうか。
　第3因子は，社会的健康度の下位項目である「社会奉仕活動」が，また，第4因子では，
無力感尺度の下位項目である「自己責任性の欠如」が高い負価量を示しているが，その他
の項目の因子負価量は，いずれも小さく，健康度と孤独感，無力感の関係を説明する因子
とはなりえない。
　以上，健康度と孤独感，健康度と無力感の関係を検討してきたが，人間らしい生き生き
とした生活の基礎となる人間同士の共感・理解に対する肯定的な見方（LSO－U得点），お
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よびに，逆境に負けない，気力に満ちた生き方は，どちらが独立変数でどちらが従属変数
なのかは言明できないけれども，精神的健康ならびに社会的健康と密接な関係のあること
が明らかになった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和62年10月31日受理）
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